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水素社会の広がり

⚫ 水素は、カーボンニュートラルに向けて鍵となるエネルギー。2050年カーボンニュートラルの実現に
向けて、世界の水素等需要量も拡大の見込み ※水素等：アンモニア、合成メタン、合成燃料を含む

⚫ 代替技術が少なく転換が困難な、鉄鋼・化学等のhard to abateセクターや、モビリティ分野、
サプライチェーン組成に資する発電等での活用が期待される

1出典：GX実現に向けた投資促進策を具体化する「分野別投資戦略」取りまとめ資料［2023年12月22日］



「水素基本戦略」改定のポイント 2023年6月6日
改定
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⚫ 日本は世界で初めての水素基本戦略を2017年12月に策定したが、EU、ドイツ、アメリカなど各国も、水素戦
略を策定するなど、水素関連の取組を強化。環境の変化に対応した戦略とするため本年6月に水素基本戦略
を改定

⚫ 2020年10月の菅総理当時のCN宣言を受け、 グリーン成長戦略でも重点分野の一つに位置づけ。2021
年第6次エネルギー基本計画にて、 2030年の電源構成で水素・アンモニア1％を目指すこととしている

水素分野における戦略等の策定状況・各種目標について

出典：第17回 産業構造審議会 グリーンイノベーションプロジェクト部会 エネルギー構造転換分野ワーキンググループ資料［2023年8月23日］ 3



「脱炭素成長型経済構造移行推進戦略（GX推進戦略）」の概要 2023年7月28日
閣議決定
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分野別投資戦略の概要【エネルギー関連】

出典：GX実現に向けた投資促進策を具体化する「分野別投資戦略」取りまとめ資料［2023年12月22日］ 5



GX経済移行債による投資促進策（案）

出典：GX実現に向けた投資促進策を具体化する「分野別投資戦略」取りまとめ資料［2023年12月22日］ 6



価格差に着目した支援・拠点整備支援

⚫ エネルギー政策（S＋3E）を大前提として、 GX実現に向けた低炭素水素等の商用規模のパイ
ロットサプライチェーンを構築する供給事業者に対し、既存原燃料と低炭素水素等の①価格差に
着目した支援、周辺の潜在的ニーズの発掘・集積を促し、我が国産業の国際競争力強化にも資
する②拠点形成を支援する

出典：総合資源エネルギー調査会 基本政策分科会（第54回会合）資料［2023年12月18日］より作成
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価格差に着目した支援

⚫ 低炭素水素等の供給に向け、各国でプロジェクトの検討が進められているところ、我が国でも、S+3Eを大前提と
した GX実現に向けて、まずは国内における水素等の製造、供給体制の構築に取り組むことが重要。しかしなが
ら、当面の間は、国内の再生可能エネルギー電力が高いこと等から、国内での水素等製造は小規模であり、海
外から水素等を輸入するコストに比べて高いとの見方もある

⚫ 他方、再生可能エネルギーが出力制御される局面においては、余剰電力価格が安いことに加え、調整力として
再生可能エネルギーの更なる導入拡大に資することを踏まえれば、国内製造ポテンシャルを最大限生かして利
活用を推進していく必要がある

⚫ こうした観点から、例えば、既存燃料との価格差に着目した支援を行う場合に、エネルギー安全保障を強化する
観点から、十分な価格低減が見込まれ、将来的に競争力を有する見込みのある国内事業を最大限支援する
ことが考えられる

⚫ 加えて、水素等は多分野における活用が期待され、国内で製造可能な水素等の供給量では賄えない規模の
供給が必要になることが想定される上、世界では既に権益獲得競争が始まっていることから、安価かつ大量に水
素等の供給が可能な国産技術等を活用して製造された水素等の輸入についても支援することが考えられる

出典：GX実現に向けた投資促進策を具体化する「分野別投資戦略」取りまとめ資料［2023年12月22日］ 8



拠点整備支援

⚫ 今後大量に必要となる水素等を安定・安価に供給するには、大規模な需要創出と効率的なサプラ
イチェーン構築の両者を可能とするようなカーボンニュートラル燃料供給拠点の形成を促していくこと
が重要

出典：GX実現に向けた投資促進策を具体化する「分野別投資戦略」取りまとめ資料［2023年12月22日］ 9



（参考）水素等のサプライチェーン構築のための価格差に着目した支援事業
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（参考）水素等供給基盤整備事業
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「水素社会推進法」の概要 2024年2月13日
法案閣議決定
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